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 入來正躬先生（山梨大学名誉教授）は平成28年10月23日日）に湯村温泉病院（甲
府市）でご逝去されました。 
 私は入來先生と20年余りにわたり、三菱レイヨン株式会社と共同で立ち上げた人
工炭酸泉研究会で炭酸泉の人体への有効性と、多方面への実用化について研究を推
進して参りました。 
 先生は、ドイツ留学の経験から炭酸泉の効能についての造詣が深く、日本でも人
工的に高濃度炭酸泉が作られるようになったことから、医療面のみならず、美容、
健康促進等、多岐にわたる活用が可能になるところを、誰よりも熱望されていまし

た。私達も、それぞれの専門分野で長年活発に研究発表を続け、大きな成果を挙げ
て参りました。 
 記念すべき人工炭酸泉研究会の20周年の祝賀の席に、一番の功労者である入來先
生のご臨席が叶わなかったことは、誠に残念で、無念としか言いようがありません
でした。 
 ここに、入來先生の哀悼の意を表して、私の手許にある研究会の発足時の記録を
参照しつつ、在りし日の先生を偲びたいと思います。 
 
 平成９年当時副学長だった入來先生から、「今度新しく始めようと思う仕事は本
物になりそうだから、それを成功させるため、是非協力してくれませんか」、とい
う一本の電話があり、それが人工炭酸泉研究会の始まりでした。まもなく、三菱レ

イヨン株式会社の担当者が来られ、ビニール製造過程で排出される老廃物質の高濃
度炭酸ガス（１０００ｐｐｍ以上）が皮膚紅潮反応を示すことを実証してくれまし
た。山梨環境科学研究所に移られた入來先生は、当初炭酸浴研究会（後の人工炭酸
泉研究会）の立ち上げる会を発足したい旨を、平成9年1１月２１日に関係者に通知
してきました。 

平成9年12月１１日には三菱レイヨン株式会社と打ち合わせ会を開き、平成10年4
月17日に第一回人工炭酸泉研究会を開催することを決定しました。 



（これが第一回人工炭酸泉研究会を開催する入來先生からのご案内状です。若くして
ドイツに留学して以来炭酸泉に魅せられた思いがあり、それが実を結んでこの会が結
成されたことが切々と語られております。） 
 
 その後、私共は第一回人工炭酸泉研究会に、山梨地区から演題を発表する準備のた

めに、若林哲也先生が勤務する石和温泉病院に、三菱レイヨン株式会社の榊原巨視さ
ん達も集まり、入院中の糖尿病患者さんの足浴中の足底のｐHを炭酸泉使用前後に測
定を行い、私が代表してその成績を発表しました。こうして人工炭酸泉研究会は順調
なスタートを切ることができました。 

（これは第一人工炭酸

泉研究会（平成１０年

４月１７日於東京三菱

クラブ）のときに準備

したスライドです。私

は人工炭酸泉により糖

尿病性壊疽の患者さん

の足底温の上昇を狙っ

て膝下の足浴を中心に

検討し発表しましたが、

入來先生は全身介護や

褥瘡などの関係から全

身浴にこだわっておら

れました。図で全身浴

をしているのは榊原巨

視さん。） 



（右上段の写真は情報交換会で挨拶する入來正躬先生、右下段は三菱レイヨン株式会
社の事業企画開発室長の古武弥英様（名大在学時代教えを受けた名古屋大学医学部第
二生化学教授古武弥人先生の御子息）です。当時から会社の榊原巨視、松尾勲、田中
丸直也様らには大変お世話になりました。） 

第一人工炭酸泉

研究会 

情報交換会 

（これがその時の会議風景で、 
左から橋本眞明、前田真治、塩澤全司、松尾汎、山本一彦、入來正躬、若林哲也先生
達がいます。） 



 平成１４年１２月１１日には、人工炭酸泉浴を行う上で、測定温度を35度から４
２度にまで色々と温度を変えて実験を繰り返して、検討しました。この会の出席者は、
入來先生、若林先生のほか、山梨大学から当間忍、望月泰朗、渡辺春江、新藤和雅先
生でした。この研究会のまとめは入來先生によってなされました。次のメモは入來先
生の自筆です。 

 現在、人工炭酸泉を用いた製品は、日本中で多方面にわたって活用され、話題と
なっていることは周知のごとくです。先生の発想の鋭さと先見の明には感服せざるを
得ません。次の写真は、日本サッカー協会顧問の釜本邦繁氏が、平成19年10月の第
12回人工炭酸泉研究会の懇親会に出席され、この炭酸泉浴を自宅に設置して、練習
後の疲労回復に効果があり快適に使用していることを述べられた時のものです。研究

の成果が確実になってきたことが示され、大いなる自信につながり私共の活力となっ
たことを覚えています。 

（懇親会で挨拶され
る釜本日本サッカー
協会顧問） 



 次の文章は、入來正躬先生が体調不良のため、第１８回人工炭酸泉研究会に出席で
きないことになり、ご自宅から送られてきた挨拶文です。研究会の会場で本会会長の
橋本眞明先生が読みあげられました。「炭酸泉の人体への利用は古い。我々は人工炭
酸泉を日本で開拓したが、その臨床面での発展は不滅であり、同時に研究面での発展
を望みたい。」、ことが切々と述べられております。 

ひかりの里クリニック院長 入來正躬先生からのメッセージ 
 第18回人工炭酸泉研究会に出席できませんでしたので、ご出席の皆様に書面にて一言ご
挨拶申し上げます。 
 人工炭酸泉が開発される以前は、炭酸泉の噴出するドイツ、フランスなどの限られた

地域で、主に医療・療養を目的として炭酸泉浴が利用されてきました。古くは古代ロー

マ時代に既に療養泉として用いられたことが記録されています。このように炭酸泉は療

養に利用されてきた歴史は長いのですが、研究の面から見ると今日に至るもその作用機

序が十分解明されたとは言えず、更なる研究の進展が望まれます。 
 さて、人工的に高濃度炭酸泉が作られるようになったのは、日本で人工膜を使った方

法が1997年に開発されたことによります。以来人工膜を利用した高濃度炭酸泉浴が各方面
で成果を上げています。人工炭酸泉は場所を選ばず装備することができ、その利用方法

は、全身浴、局所浴、例えば足浴、下肢浴、手浴など、入浴に際していろいろな工夫が

可能となり、多方面で応用されています。褥瘡、人工透析などでの成果に始まり、運動

生理学、リハビリテーション、温泉医学、さらに最近では美容、養毛など新しい分野で

の利用が進んでいます。今後はより幅広い分野での研究進展に期待しています。 
 研究会の皆様方におかれましては、個々の専門分野にとらわれることなく、他の分野

の要素も取り入れ、また、国内に留まることなく研究に取り組んで頂くことを切に望み

ます。炭酸泉は不滅です。皆様方の益々の研究成果のご発展とご健勝をお祈り申し上げ

ます。 
平成25年12月6日                            入來正躬                                      

 私が当時在籍していた山梨大学附属病院神経内科では助教授の新藤和雅先生を中
心として人工炭酸泉を用いた臨床研究で、３名が学位を取得するという成果が得ら
れました。人工炭酸泉が科学的に評価された結果で、嬉しく思っております。産業
廃棄物を使用して人体の治療へとつなげる臨床研究は、社会への貢献は計り知れず、
これぞ入來先生が目指していた「健康と自然」につながるものと確信しています。 

 今後は先生のメッセージにあったように、専門分野の枠を越えて、更なる研究を
発展させることが先生のご恩に報いることだと思います。 
 心から先生のご冥福をお祈り致します。 

（平成27年12月４日 
 第20回人工炭酸泉浴研究会

記す） 

（入來正躬先生の山梨医科大学

副学長退任記念懇親会で、先生

の御指導に感謝して花束を贈呈

いたしました。） 

（平成11年3月22日古名屋ホテ

ル） 


